
データ分析集の概要

国立大学教育研究評価用に登録されている
データを基に46指標から構成し、以下２種類
の用途に合わせて出力したもの

① 法人別に法人全体・課程別等の経年変化
が把握できるもの

② 学系別に各法人の学部・研究科等の状況
が把握できるもの
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参 考 資 料 １
国立大学教育研究評価委員会（第６７回）

・ データ収集は毎年度法人に依頼
・ 法人への提供は評価実施前年度のみ
・ 法人は自己評価の根拠資料の一つとすることができる 1



データ分析集（経年変化）
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経年変化を
示している

課程別にシートが分かれている。

データ分析集（経年変化）は、各法人における経年変化を46指標により作成。
調査項目により、全学（法人別）でデータを作成しているもの、同じ法人内の
課程別や学部・研究科等単位でデータを作成しているものがある。



データ分析集（学系別）
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データ分析集（学系別）では、46指標を11の学系別に各法人の学部・研究科等
の状況を示すデータを作成している。

上段：同じ学系の学部・研究科等ごとの
偏差値をヒストグラムで表示。

下段：各法人の学部・研究科等の状況を
表と棒グラフで表示。



データ分析集による評価への活用状況
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第１期

（確定評価）

第２期※１ 第３期

（４年目終了時）

・基礎的な
データとし
て活用

・根拠資料の
一つとして
活用

・根拠資料の一つとし
て活用

・現況分析では、重要
度に応じて３種類の
指標に区分し、ピア
レビューに活用

-重要指標（◆）※２

-分析指標（◇）※３

-参考指標（・）※４

※１ 第２期では、４年目終了時の段階での評価を実施していない。
※２ 現況分析の評価者が必ず活用する重要な指標
※３ 現況分析の評価者が必ず活用する指標
※４ 現況分析の評価者が必要に応じて参考とする指標（基礎資料の一つ）


